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音声環境が異なる長母音の知覚難易

一日本語中・上級レベルの中国語北方方言母語話者の場合一

栗原通世
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要旨

日本語学習者にとっての長母音知覚難j支を長母音の詰内音節位也と ピッチ型の

観点から検証した。中国語北方方言母語話者に対する知党実験のデータを分析し

た結果、話中あるいは語末の長母音聴取は難しく、語頭の判断は比較的易しいこ

とが、ピッチ型がLL型長母音の知1tは難しく、LH型の判断は易しいことがわかっ
た。これらの結果から、判断が難しい音声環境の長母音を学習者が正確に知覚する

ためには、判断が易しい長母音が先に習得されていなければならないことが示唆

される。

1 .研究の背景と目的

日本語母音長の正確な判断は多くの日本語学習者にと っての課題であり、学習者

の大多数を占める中国語母語話者も例外ではない。学習者が母音長短の対立を効率

的に習得できるような音声教育が必要だが、そのための基礎資料が現状では不足し

ている。そこで、本研究は中国入学習者のうち北方方言母語話者を対象とする知覚実

験を行い、当該話者の母語には存在しない長母音について、その知覚が困難な、ある

いは容易な音声環境を検証した。実験結果から当該話者の長母音の習得順序を母音

の語内音節位置とピッチ型の観点から示し、習得)11買序に沿う効率的な母音長短の知

覚訓練について提案することを本稿の目的とする。

日本語母音の長短判断に不可欠な音響的要素は母音の持続時間である(Nishiet 

aL 2008)。また、母音の語内位置やピッチ型も関係する。例えば、台湾語を母語とする

学習者にと っては、語末位置で、音節内のピッチが低く推移する長母音の判断が難

しい(皆)111997)。英語や韓国語母語話者も低音で推移する長母音の判断が難しいと

いう (皆)11ほか2002)。小熊(2000)は英語母語話者にとって知覚が最も難しい長母音

の位置は語末で、これに語中が次ぎ、判断が易しいのは語頭としている。さらに同研
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究は長母音を含む音節のピッチが低低(LL)型の場合の判断が最も難しく、これに高

低(HL)型、高高(HH)型が続き、低高(LH)型が最も容易であるとしている。これらよ

り、母語が異なる日本語学習者共通に、長母音の混同は語末位置でピッチ変動がな

く、特に低い音が続く音声環境で起きやすいことが予測される。なお、短母音の誤聴

は台湾語母語話者(皆1111997)や英語および韓国語母語話者(皆川ほか2002)の場合、

語末の高音拍で生じやすいという。

上述のように従前の研究は、日本語学習者における母音長判断は母音のピッチ型

に左右されることを示している。これには、周波数が高い音は低い音よりも持続時間

が長く感じられること(Triplett1931. Cohen et al. 1954)、また、ピッチ変動がない母

音は変動がある母音より“長判断が抑制されるといった(Lehiste1976. Takiguchi et 

al. 2010)、音の長さの一般的な認知傾向が関係していると思われる。

以上のように母音長短が知覚面で混同しやすい条件は、さまざまな言語の母語話

者を対象として検討されてきた。これらの成果に基づき、本稿では中国語北方方言母

語話者による母音長の聴取傾向を知覚実験の結果を通して検証していく。

2.方法

2-1.実験参加者

実験参加者(参加者)は日本国内の私立大学文系学部に在籍する中国語北方方言母

語話者19名(CHNOl-19)11である。日本での平均滞在期間は24.2ヶ月 (SD=13.6)、平均

年齢は22歳(SD=1.3)、平均日本語学習期間は46.6ヶ月 (SD=12.2)、日本語能力の測定

に用いたSPOT(Simple Performance -Oriented Test.小林・フォード1992)Version 

A(中上級レベル相当、65点満点)の平均点は56.9点(SD=7.5)であった。

2-2.刺激音

参加者の純粋な母音長聴取傾向把握のため、無意味語を刺激語とした。刺激語は長

母音を含む3-4拍の34語(長音語)と、長母音を含まない2-4拍の18語(4語はダミー)

(短音語)で、分節音/ma/、/ka/21、長音、促音、擬音の組み合わせからなる。語のアクセ

ント型は拍数に応じ頭高型、中高型、平板型である(表1)。

刺激語はプロのナレーター(男性30代後半、出生地・生育地は崎玉県)に語単独で

(語条件)、また、語をキャリア文(1これは~で‘すねJ)に入れて(文条件)読み上げても

らった。これは、参加者の母音長判断が呈示方法によって異なる(Hirata2004)と考え
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られるためである。音声収録は東京都内の録音スタジオで行った(サンプリング周波

数44.1kHz、量子化16bit)。収録時には発話速度が一定になるよう、ナレーター装着の

ヘッドホンから速度の目安となる合図音を流した3)。参加者のよ り現実に近い母音長

判断の反応を得るため、収録音声に母音長の調整等は行わず、実験にはナレーターの

原音声を用いた。したがって、実験では語単位とセンテンス単位で参加者に刺激音を

呈示した。収録音声の聴覚印象が表lと一致していることは、筆者(女性、30代)と音声

研究者の男性(50代)とで確認した。

表1 刺激語一覧

¥ 拍数 長母音の位置 語のアクセント型 刺激語 語数

3 
語頭 HLL， LHH まーま、まーん 4 
語末 HLL， LHL， LHH ままー 3 

語頭
HLLL， LHHL， LHHH まーまま、まーまん 6 

3長日包
HLLL. LHHH まーんま 2 

4 
語中 HLLL， LHLL， LHHH ままーま、ままーん 6 

語 HLLL. LHLL. LHHL. LHHH まままー 4 
語末

HLLL. LHHL. LHHH まんま一、まっかー 6 
語頭・語末 HLLL， LHHL， LHHH まーま一 3 

員十 34 

Lι HL，LH まま、まん 4 

短 3 
HLL， LHL， LHH ままま、ままん 6 
HLL， LHH まんま、まっか 4 

雪ロ豆ロr--;r HLLL， LHLL， LHHL， LHHH まままま 4 
18 

-短音語4拍の4語はダミーとして使用

2-3，知覚実験の手順

条件別に刺激音をランダムな!II買に並べ、コンビュータ (Panasonic社製CF-SX2)か

らヘッドホン(Bos巴社製QuietComfort15)を通 して参加者個別に呈示した。呈示順

による効果をキ自殺するため、刺激音を①語条件、②文条件の順に呈示するグループを

10名、その逆順のグループを9名とした。参加者には、刺激音を平仮名で記した回答用

紙を渡し、回答欄のご重下線部(例:fまんまJfままんJ)が長く聞こえたら、その文

字を丸で囲むよう指示したヘ各刺激音は2秒間隔で計2回呈示し、その後6秒間の回答

時間を設けた。実験前には趣旨説明を行い、実験協力の同意を得た。回答手!II買の確認

には刺激音に類似の音声を用いた。また、音量はテスト音声により、個々の参加者に
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とって最適なものとした。実験後にはSPOTによる日本語能力測定を行った。実験に

は説明等も含め、l人あたり約1時間を要した。

2-4.分析方法

長母音の聴取難易を語内位置別に、また、ピッチ型別に合意尺度法(Implicational

scaling)により質的に分析した。この方法では回答の正誤等を1/0の二分尺度で示す。

本研究ではAndersen(1978)を参考に、聴取対象長母音の正答率が80%以上なら知党

面での習得が済んでいるとみなし"1"，80%未満であれば未習得とみなし“0"に置換し

た。その後、Hatchet al. (1991)の手順に沿って合意表を作成した。

合意表の精度はcoe節cientof reproducibility (ι~p' 再現性指数)に より、また、各

項目の順序が拡張可能であるか、つまりl次元性を保持しているかはcoe伍cientof 

scalabili ty (C $(".，1.拡張性指数)より検証され、CTf'Pが0.90以上、Csc.，1が0.60以上の場合、合

意表のデータ分布は妥当なものと見なされる (Hatchet al. 1991)。

短音語のうちダミー4語を除く 14語の聴取傾向も、聴取対象短母音の語内位置と

ピッチ型の2点から分析する。なお、短音語の分析結果は、長母音の聴取結果を考察す

る際に用いる補助的な資料という位置づけである。

3.結果

表21こ誤答パターンと延べ誤答数を示す。長音語には誤答箇所が(1)聴取対象長母

音のみ、(2)聴取対象長母音と他の拍、 (3)聴取対象長母音以外の拍という3つの誤答

パターンがある。本稿では分析の中心を長母音聴取の結果に置くため、上記のうち

(1)と(2)を分析対象とする。(1)と(2)の誤答数は語条件で59、文条件で107であった。

短音語の誤答はほとんどがl語中1箇所であったが、語条件のl例で2箇所(語頭、語末)

同時の誤りが見られた。

2条件聞で聴取対象母音の誤答率を比較するため、刺激語ごとに対応のあるf検定

にかけた。その結果、短音語では統計的な有意差は確認されなかったが、長音語では

ほ主三(HLL.t (18) =2.54) J、「ま一主ニ(LHHL.t (18) =2.54) J、はま圭二(HLLL.t 

(18) =2.54) Jfまん圭二(LHHH.t (18) =4.98) J、「まん主ニ(HLLL.t (18) =3.38) J (下線

部が聴取対象長母音を含む音節)の5語には有意差が確認された(いずれもpく05)。そ

こで、呈示条件別に結果を以下に記す。
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表2 誤答パターンと延べ誤答数(括弧内は各条件の全誤答数に占める割合)

ト¥長音語の誤答パターン/短音語の誤答箇所数 語条件 文条件

(1)聴取対象長母音のみ
39(40.21%) 

(例.刺激語「ままーま」→回答「まままJ)
77(57.04%) 

x長目z 
(2)聴取対象長母音と他の拍

20(20.62%) 30(22.2296) 
(例:刺激語「ままーま」→回答「まーままJ)
言苦 (3)聴取対象長母音以外の拍

(例.刺激語「ままーま」→回答「まーまーまJ)
38(39.18%) 28(20.74%) 

言十 97(100%) 135(100%) I 

短音語

l箇所 40(97.56%) 29(100%) 

2箇所 1(2.44%) 0(0%) 
言十 41 (100%) 29(10096) j 

3-1.長母音聴取傾向

3-1ー1.音節位置別の長母音聴取傾向

長母音の位置に応じて語顕(15語)、語中(6語)、語末(16語)の項目を設けた。項目別

に各参加者の正答率を求め、 2-4に記した手!II買を経て、表3.1、3.2を作成した。各表

の参加者の並びは3項目の合計点が大きい者から小さい者になるようにした。また、

聴取対象母音の位置による3項目は、合計数が小さい項目から大きい項目になるよう

に並べた。Hatchet al. (1991)の計算手順によるC岬は語条件1.0、文条件0.96、Csmlは語

条件1.0、文条件0.84で、各表の分布は妥当と言える。

したがって、長母音聴取が難しいものから)11(1に、語条件は語中>語末>語頭、文条

件は語末>語中>語頭となる。つまり、参加者にと って長母音判断は非語頭では雛し

く、語頭では容易であったと言える。非語頭では条件問で特に語末長母音の習得状況

が異なり、当該母音の合計値によれば語条件の方が習得状況は良いと言える。

3-1-2.ピッチ型別の長母音聴取傾向

聴取対象長母音を含む音節のピッチ型に応じてH1(13語)、LH_(7語)、H!:!(7語)、L1

(8語)(下線部が長母音)の4項目に分けて各項目の正答率を参加者ごとに求めた。そ

の後、 2-4 に記した手順に従い、表4.1、 4.2を作成した。各表のCr~p lま語条件が0.99、文

条件が0.95、Csc•11は語条件が0.92、文条件が0.60で、表4.1、 4.2の配列は妥当であることが

確認された。

合意表より長母音聴取が雛しい項目から順に記すと、語条件ではL1>H1>HH>
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LH型、文条件ではL1>HH>H1>LH型となる。つまり、両条件ともピッチ変動がな
く低音拍が続くLL型長母音の判断が参加者には最も難しく、ピッチ変動があり音節
内でピッチが上昇するLH型の聴取は容易であったと言える。聴取難度が高いL1型の
合計は語条件で12、文条件で2であり、このピッチ型は特に文条件での判断が困難で

あった。

表3.1 音節位置別の含意表(語条件)

参加者 諮中 語頭

表3.2 音節位置別の含意表(文条件)

語頭参加者 語末2吾末 諮中

01 

04 

07 

09 

16 

18 

19 1 
---ー・・司

今

4

今

3

必

値

守

司

J

O

。
n
y
h
v

今
，
命

令

J

A

U

A

U
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A

U

A

U

A

U

唱

i

'

i

'

l

14 

-・・・・・』

l-
o

o

 

p

コ

r
O

勾

f

o

o

n

y

'

t

z

J

'

t

t

L

t

k

'

i

'

E

A

U

A

U

 

06 

11 

0

0

一
円

0

0

一
時計 19 

市綱掛け部分は含意階層からの逸脱値

02 0 

03 0 

08 0 

10 0 

11 0 

14 

Z
J

司

/

F

コ

fo

'

l

'

A

A

U

A

U

 

O 

o I 1 

o 0 

o 0 

12 

13 

A

U

A

U

一。。 19 

0

0

一
同百十
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表4.1 ピッチ型別の合意表(語条件) 表4.2 ピッチ型別の含意表(文条件)

参加者 LL HL HH LH 参加者 LL HH HL LH 

01 16 
-ーー

02 01 。
04 02 。
07 03 。
09 04 。
12 07 。
13 09 。
14 10 。
15 12 。
16 15 。
17 17 。
19 18 。
03 o I 19 。

ー---. 
08 o I 05 。 。
10 o I 08 。 。
18 o 1 11 。 。
05 。o I 13 。 。

ー-. 
明

06 。 。 14 。 . 。
』田ー

II 。。 。 。 06 。 。 。
官十 12 17 17 18 官十 2 14 17 18 

-網掛け部分は含意階層からの逸脱値

3-2.短母音聴取傾向

3-2-1.音節位置別の短母音聴取傾向

分析対象の短母音の語内位置は、語頭(12語)、語中(6語)、語末(9語)である。表5に

誤答の内訳を示す。短母音の聴取ミスの多くは両条件ともに語頭が多く、誤答率は語

条件で58.54%、文条件で55.17%であった。一方、誤聴が少なかったのは語末で、語条

件では2.44%、文条件では17.24%であった。
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表5 音節位置別短母音の誤答率(%)(括弧内は延べ誤答数)
語頭 語中 語末 その他

語条件 58.54 (24) 36.59 (15) 2.44 (1) 2.44 (1)・

文条件 55.17(16) 27.59(8) 17.24(5) 0(0) 

・語頭と語末2か所同時の誤答

3-2-2.ピッチ型別の短母音聴取傾向

問 i.-.._~ '-~-辺両」 UUZ1ml二三止と:=t
館中仁F67 ! 山

計

100(41) 

100(29) 

I.{H).嶋.万
回 r -・

献巳ニー β出~←一j 結束己訟;日明仁二 (HL)ととーコ
。% 2lm 4C~Ó 60耗 B0l6 lua; OH 20~. ':Clo 60i. 80}; 10由る

図l ピッチ型別短母音の誤答率(%)(括弧内は前後の拍)

(左・語条件、右:文条件、いずれも誤答がーか所の場合のみ)

音節位置別の短母音の誤答傾向は表5に示したが、それにピッチ型の観点も加えて

結果を示したのが図lである。図lを見ると、語頭では語条件でも文条件でも聴取ミス

の半数以上は高音のH拍で生じていたことがわかる。また、語中でも日拍の誤りが語

条件で8割、文条件で6割を超え、その中でもH拍に低音のL拍が続く音声環境で誤答

が多かったことが読み取れる。これらより、両条件とも語頭と語中、つまり非語末位

置ではH拍短母音の判断を誤る傾向が強く、特にH拍にL拍が続く場合、短母音として

の判断が揺らぎやすかったと言える。語末の誤答は、そもそも他の音節位置に比べて

少ないが(表5)、誤答はL拍で発生していた(図1)。

4.考察

4-1.音節位置による長母音聴取の難易

実験参加者による長母音聴取の難易は、語条件で語中>語末>語頭、文条件で、語末

>語中>語頭であった。両条件共に、参加者にと って長母音知覚が容易であったのは

語頭位置であることから、まずはその理由を考察する。

語頭母音の聴取のうち、長母音の結果は上述の通りである。短母音については、語

頭は語中や語末よりも聴取ミスが多いという結果を得た。これらの結果から、語頭
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母音は参加者には比較的長〈聴こえる音であったため、“長'判断は容易であったが、

“短"判断は難しかったことが考えられる。このことは刺激音中の聴取対象母音の計

測値からも裏付けられる。表6.1と6.2に聴取対象母・音長が各刺激語に占める割合につ

いて、音節位置別またピッチ型別の平均値を示した。語頭長母音の割合は語条件で

41.17%、文条件で42.05%であり、短母音は語条件で28.23%、文条件で27.76%である(表

6.1)。語頭母音の割合は、他の位置よりも高めであることから、語頭母音の長短判断

は刺激音の実際の長さに基づいて行われていたことが考えられる。

表6.1 聴取対象母音長が刺激語に占める割合の平均(音節位置別)(%) 
長音語中の長母音

語頭(15語) 語中(6語) 語末(16語)

語条件(SO)41.17 (7.52) 38.46(5.55) 48.l6(4.66) 
文条件(SO)42.05(6.41) 34.26(5.44) 34.53(5.43) 

短音語中の短母音

語頭(12語) 語中(6語) 語末(9語)
2:8.23 (6.94)お.47(3.58) 24.83 (4.l9) 
27.76 (6創)21.76(5.01) 21.14(4.76) 

表6.2 聴取対象母音長が刺激語に占める割合の平均(ピッチ型別)(%) 
長音語中の長母音

LH型(7語)HH型(7語)HL型(13語)LL型(8語)

語条件(SO)39.l8(6.02) 46.44(6.67) 43.89(7.20) 46.33(7.37) 
文条件(SO)41.30(6.70) 34郎(6.l6) 38.85(7.19) 33.38(4.44) 
・短音語は語単位ではなく拍単位で算出している。

短音語中の短母音-

H拍(14拍)L拍(15拍)
26.88(6.05) 25.54(5.74) 
24.83 (6.51) 24.日(6.81)

次に、非語頭位置の聴取結果を考える。この位置の難易}I僚は条件間で異なるので、

条件別に結果を考察する。まず、語条件であるが、語中の判断が語末よりもやや難し

いという結果を得た(表3.1)。表6.1では、語条件の語中長母音が一語に占める割合は

38.46%で、語末よりも数値は小さい。このことから、語条件の語中長母音は参加者に

は短く聴こえ、その結果、短母音として判断されたと考えられる。

文条件の非語頭長母音の結果については、語末と語中の聴取難易に差があり、特に

語末の判断ミスが顕著であった(表3.2)。両位置の母音長が刺激語に占める剖合に大

きな追いはないものの(表6.1)、雛易差が生じた理由として考えられるのは、語末長

母音に備わる音響的性質の関与である。例えば、語末母音の音圧が次第に減衰してい

くために母音の終点がわかりにくかった可能性がある。また、語中位置であれば、同

種の音節/ma/に挟まれる形になり、これら隣接音節中の母音長との対比によって当

該位置の母音長判断が行い易かったことが考えられる。これに対して語末の長母音

の場合は語中位置とは異なり、隣接音節は同種ではなく 、刺激語に後続するコピュラ
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部分1-ですね」は/ma/よりも複雑な形式のため、語末母音の長短判断が難しくなっ

た可能性がある。

4-2.ピッチ型による長母音聴取の難易

実験結果より長母音判断が難しいものから)11買に記すと、語条件ではLL>HL>HH

>LH型、文条件ではLL>HH>HL>LH型となる。両条件ともLH型は判断が容易で

あったことがわかった。日本語共通語のアクセント規則に従えば、語を丁寧に発話す

ると語頭のみに上昇型のピッチ変動が生じる。本稿のLH型長母音というのは、つま

りは語頭の長母音である。したがって、LH型長母音の聴取結果には聴取対象母音の

語内位置が影響していると言え、このことは3-1 -1に報告した語頭長母音の聴

取判断が容易であったという実験結果と一致する。

LL型の長母音判断については、両条件共に最も難しいことがわかった。この結果

は、英語母語話者(小熊2000.皆川ほか2002)や韓国語母語話者(皆川ほか2002)の傾

向と合致する。このように母語を異にする話者共通に低音拍が続く場合の長母音に

誤聴が認められるが、これには低い周波数の音(Triplett1931. Cohen et al. 1954)、ま

た、基本周波数が一定の音(Lehiste1976)は一般に短く感じられるという言語普遍的

な母音長認知の特性の関与が考えられる。この認知特性の影響で語条件LL型長母音

は、表6.2では46.33%と数値上は当該母音が長く発話されていたにもかかわらず、参

加者には他の型よりも判断し難かった可能性がある。

5.日本語音声教育への示唆と今後の課題

本稿では、中国語北方方言母語話者における長母音判断を検証した。知覚実験の結

果、長母音聴取が難しい音声環境を)11買に記すと、語中あるいは語末>語頭、LL>HH

あるいはHL>LH型であることが明らかになった。これらは合意尺度法による分析

に基づくが、この手法では参加者が「より難しい項目を習得していれば、それより易

しい項目も習得している(迫田 2002:201)Jと解釈される。したがって、学習者が語中

や語末の長母音を正確に判断できるようになるには、まず、語頭長母音の習得が不可

欠で、LL型の長母音を習得するためには、それに先立つてLH、HH、HL型の長母音を

習得している必要があると言える。

本稿が示したこれらの難易順は、教師が学習者に対して例として示す語や音声刺

激を選定する際に有用な情報を提供する。例えば、長母音が語頭に位置する語や長母
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音を含む音節のピッチがLH型である語を用いた練習から始めていくなら、学習者に

かかる聴取判断時の負担は軽減されるだろう。また、教師は母音長判断の難易が異な

る語を語や文の単位で示すことで、個々の学習者にとって母音長の識別が難しい音

声環境がどのようなものであるかを把握することができる。本研究の結果を応用す

ることで、教師は学習者に無暗に例示語や音声刺激を与えることなく、より強化が必

要な音声環境に集中した効率的な練習が実施できるだろう。

学習者に対する日本語音声指導の効果は、今後検証すべき課題である。また、実験

参加者は日本語能力が比較的高かったので、今後は検討対象とする学習者の日本語

レベルをひろげ、本稿に示した長母音聴取の難易や習得)11買の検証を行う必要がある。

さらに、本稿では文条件の方が語条件よりも長母音の判断が難しい場合があること

が示された。文条件では聴取対象母音に隣接する分節音や文節、文全体にかかるイン

トネーシヨン等の影響が強く、参加者に加わる音韻処理の負荷が大きかった可能性

がある。呈示条件の相違が結果に与える影響の検討も今後の課題とする。

注

1) 生育地は遼寧省(10名)、山東省(5名)、吉林省河北省山西省内家古自治区(各l名)である。

2) !ma!は、小熊(2αわ)、皆川ほか(2∞2)等多数の研究で実験に採用されている。朱(2010)による語中位置
の中国語有気音と日本総無声子音の外破持続時間の比較結果から、!ka!は他の破裂音よりも両舌諮問で音
質の差が小さいと考えられるため、本研究では刺激音中の促音の後は!ka!とした。

3) 刺激音の速度を一定に保つため、小!!W∞0)、皆川ほか(2∞12)等を参考にl秒当たりの発誌に含まれる拍
数を6，9拍(約145msec/拍)とした。ナレータ」への合図は諸条件ではl拍毎に、文条件ではキャリア文内
の刺激語開始の時点とキャリア文f支部のコピュラ部分を読み始めるl時点とした。

4) 回答用紙中の刺激語は長音符号を除いて示した。
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